
日向ぼっこ
法学部２年　新島　勇紀

三
面	

大
学
文
書
館
へ
行
こ
う
　
第
10
回

四
面–

五
面	

北
大
生
協  

店
舗
利
用
の
ご
案
内

八
面	

北
大
生
協
き
ぼ
う
の
虹
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
!!

井
上
　
高
聡

北
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大

学

大

学

文

書

館

り
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
連
日

の
猛
吹
雪
。
降
雪
も
さ
る
こ
と
な
が
ら

吹
き
溜
ま
り
が
顕
著
な
事
例
で
あ
っ
た
。

21
日
に
札
幌
圏
の
Ｊ
Ｒ
が
終
日
全
線
運

休
と
な
っ
た
ほ
か
、
雪
雲
は
日
本
海
か

ら
千
歳
方
面
へ
と
連
な
り
、
22
日
の
新

千
歳
空
港
は
全
便
欠
航
と
な
っ
た
。

筆
者
は
気
象
学
を
研
究
し
て
お
り
、

札
幌
で
10
余
年
の
生
活
を
経
て
よ
う
や

く
札
幌
の
天
気
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
実
感
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ほ
ど
の
雪
害
と
な
っ
た
理
由
を
説
明

す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
前
述
し

た
個
々
の
事
例
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ど

れ
も
大
雪
と
な
る
よ
う
な
典
型
的
な

条
件
で
あ
り
、
大
雪
と
な
っ
た
こ
と

自
体
は
納
得
で
き
る
が
、
そ
れ
に
し

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
は
新
緑
の
季
節
と

な
り
、
数
カ
月
前
に
我
々
の
生
活
を
不

安
に
お
と
し
い
れ
た
忌
々
し
い
天
気
の

こ
と
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
２
０
２
１
年
末
～
２
０
２
２
年
に

か
け
て
の
札
幌
の
冬
は
特
異
だ
っ
た
。

長
期
積
雪
（
い
わ
ゆ
る
根
雪
）
の
開
始

は
平
年
よ
り
11
日
遅
く
、
暖
か
い
冬
の

始
ま
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
根
雪
初
日
の

12
月
17
日
は
い
き
な
り
50
㎝
の
大
雪
で

瞬
く
間
に
銀
世
界
と
な
っ
た
。
１
月
中

旬
の
大
学
入
試
共
通
テ
ス
ト
の
週
に
は

再
び
ま
と
ま
っ
た
降
雪
が
あ
っ
た
。
11

日
夜
か
ら
翌
朝
に
か
け
て
低
気
圧
が
暖

湿
な
空
気
を
伴
っ
て
北
海
道
を
通
過
し

た
た
め
、
降
雪
中
も
気
温
は
ず
っ
と

０
℃
付
近
で
推
移
し
、
湿
っ
た
重
い
雪

が
降
っ
た
。
朝
ス
コ
ッ
プ
を
新
雪
に
挿

す
と
、
い
つ
も
と
違
う
シ
ャ
リ
っ
と
い

う
音
が
し
て
、
一
旦
手
が
止
ま
っ
た
も

の
の
、
新
潟
の
豪
雪
地
で
育
っ
た
筆
者

は
地
元
の
雪
を
思
い
出
し
な
が
ら
黙
々

と
雪
か
き
に
勤
し
ん
だ
。
し
か
し
そ
れ

は
２
月
の
雪
害
の
前
触
れ
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
２
月
５
日
夜
と
６
日
昼
に
は

除
雪
が
間
に
合
わ
な
い
ほ
ど
の
強
い
降

り
方
と
な
り
、
市
内
の
大
き
な
道
路
で

さ
え
車
が
ス
タ
ッ
ク
す
る
事
態
と
な

り
、
大
規
模
な
渋
滞
と
鉄
道
の
運
休
は

し
ば
ら
く
続
い
た
。
そ
の
後
、
幹
線
道

路
の
排
雪
が
進
み
、「
生
活
道
路
も
そ

ろ
そ
ろ
だ
ね
」
な
ど
と
明
る
い
兆
し
が

感
じ
ら
れ
た
頃
、
次
の
大
雪
が
や
っ
て

き
た
。
２
月
20
日
か
ら
22
日
に
か
け
て

は
台
風
並
み
に
発
達
し
た
低
気
圧
に
よ

て
も
降
雪
量
が
多
か
っ
た
こ
と
が
引
っ

か
か
る
。
地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と

平
均
的
な
積
雪
の
深
さ
は
減
少
し
て
い

く
も
の
の
、
い
わ
ゆ
る
ド
カ
雪
が
無
く

な
る
こ
と
は
当
面
な
い
と
予
測
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
北
海
道
で
は
湿
っ
た
雪

が
強
く
な
る
と
の
研
究
も
あ
る
。
今
回

の
大
雪
に
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
含
ま

れ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
自
然
変
動

の
一
部
だ
っ
た
の
か
、
詳
細
な
調
査
が

切
望
さ
れ
る
。
大
雪
に
よ
る
社
会
へ
の

影
響
を
議
論
す
る
場
合
に
は
、
気
象
学

が
対
象
と
す
る
降
雪
の
強
さ
や
積
雪
深

の
よ
う
な
現
象
の
特
異
性
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
環
境
の
側
面
に
つ
い
て
も
考

慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
例
え

ば
、
除
排
雪
体
制
や
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

な
ど
大
雪
に
対
す
る
制
御
能
を
高
め
る

こ
と
や
、
気
象
予
報
を
活
用
し
た
計
画

運
休
や
外
出
自
粛
の
呼
び
か
け
な
ど
曝

露
人
口
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、
雪
害
の

リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
に
向

か
っ
て
気
象
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
の
と

同
時
に
、
一
市
民
と
し
て
世
の
中
の
動

き
を
観
察
す
る
こ
と
も
肝
要
で
あ
る
と

心
得
て
い
る
。

さ
て
、
し
ば
ら
く
す
る
と
夏
が
や
っ

て
く
る
。
昨
年
の
夏
、
ち
ょ
う
ど
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
盛
り
上
が
っ
て
い
た
頃
、

札
幌
は
記
録
的
な
猛
暑（
18
日
連
続
で

30
℃
以
上
）だ
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る

だ
ろ
う
か
…
。
仕
事
で
も
私
生
活
で
も

天
気
か
ら
目
が
離
せ
な
い
日
々
が
続
く
。

Opinion!
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２０22年度２０22年度  通常総代会を開催しました
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Ｚｏ
ｏ
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参
加
者

▶ 

会
場
風
景

２
０
２
２
年
度
の役員

名
簿

で
可
決
・
承
認
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
選
挙
は
立
候
補
が

な
か
っ
た
の
で
、
定
数
内
の
理

事
会
推
薦
者
全
員
の
当
選
が
役

員
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
報
告

が
さ
れ
、
下
記
の
役
員
を
確
認

し
ま
し
た
。
以
上
を
も
っ
て
全

て
議
事
が
終
了
し
ま
し
た
。

18
年
か
ら
21
年
度
の
累
積

赤
字
が
２
億
７
３
０
０
万
円
と

な
り
、
22
年
度
に
繰
越
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。
22
年
度
は

３
０
０
万
円
の
黒
字
予
算
で
す

が
赤
字
の
解
消
が
急
務
で
す
。

改
め
て
組
合
員
の
皆
様
に

「
北
大
生
協
は
、
北
大
の
中
に
あ

る
自
分
た
ち
の
生
協
で
あ
る
」

と
い
う
価
値
を
再
確
認
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
担
っ
て
い

る
福
利
厚
生
業
務
の
役
割
を
着

実
に
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
を
生
か
し
て
店

舗
や
食
堂
で
「
見
え
る
化
」
を

着
実
に
進
め
ま
す
。
生
協
に
関

わ
る
全
て
の
方
が
「
危
機
感
を

共
有
し
て
」
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん

の
参
画
で
北
大
生
協
を
再
建
し

て
い
き
ま
す
。

総
代
１
４
０
名
（
本
人
出
席

８
名
、
書
面
出
席
１
３
２
名
）

の
参
加
に
よ
り
、
全
て
の
議
案

が
賛
成
多
数
で
可
決
承
認
い
た

し
ま
し
た
。

議
長
に
小
田
さ
ん
（
大
学
院

修
士
１
年
）
を
選
出
し
、
坂
爪

理
事
長
（
農
学
研
究
院
教
員
）

が
生
協
理
事
会
を
代
表
し
て
挨

拶
を
し
ま
し
た
。
続
い
て
小
松

常
務
理
事
（
文
学
部
３
年
）
と

小
助
川
専
務
理
事
が
第
１
～
７

号
議
案
を
提
案
。
芳
賀
監
事
会

議
長
（
先
端
生
命
科
学
研
究
院

教
員
）
が
監
査
報
告
を
行
い
、

直
ち
に
質
疑
と
討
論
に
入
り
ま

し
た
。
昨
年
と
同
様
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
開
催
と
な
り
、
実
出

席
を
保
障
し
な
が
ら
も
極
力
書

面
議
決
書
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
し
た
。

事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
や

意
見
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
報

告
書
に
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
理

事
会
か
ら
の
ま
と
め
の
後
、
採

決
を
行
い
全
議
案
を
賛
成
多
数

２
０
２
１
年
度
を
振
り
返
り
、

２
０
２
２
年
度
の
計
画
と
予

算
を
決
定
し
ま
し
た

２
０
２
２
年
度
通
常
総
代
会

は
５
月
27
日（
金
）開
催

２
０
２
２
年
度
の
事
業
計
画

小田総代会議長小松常務理事芳賀監事会議長小助川専務理事坂爪理事長

2022年 6月 1日 よりよい生活と平和のために 第 399号　（ 2 ）



名
と
照
合
し
、
分
類
し
て
い
く
と
こ

ろ
か
ら
出
発
し
ま
す
。
松
村
は
そ
の

出
発
点
を
担
っ
た
昆
虫
学
の
パ
イ
オ

ニ
ア
で
し
た
。
以
降
も
松
村
は
、
昆

虫
分
類
学
の
分
野
の
第
一
人
者
と
し

て
、
新
種
の
発
見
、
昆
虫
目
録
・
図

鑑
の
編
纂
、
専
門
書
・
教
科
書
・
啓

蒙
書
の
刊
行
、
昆
虫
学
専
門
欧
文
雑

誌
『
イ
ン
セ
ク
タ
・
マ
ツ
ム
ラ
ー
ナ
』

の
発
刊
と
多
く
の
仕
事
を
積
み
重
ね

ま
す
。

松
村
松
年
ゆ
か
り
の
資
料

松
村
は
戦
後
、
そ
の
功
績
か
ら
日

本
学
士
院
会
員
と
な
り
、
政
府
か
ら

文
化
功
労
者
の
称
号
を
受
け
ま
す
。

昆
虫
学
の
泰
斗
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
大
学
内
で
は
今
一
つ
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
も
、
松
村
ゆ
か

り
の
資
料
は
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
す
。

附
属
図
書
館
は
、
先
に
上
げ
た
図

鑑
・
著
書
・
雑
誌
な
ど
を
多
数
所
蔵

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
松
村
に
は
評

論
・
随
筆
も
多
く
、『
生
物
の
流
転
』、

『
科
学
者
が
投
じ
た
る
宗
教
界
へ
の
爆

弾
』、『
人
間
学
と
し
て
の
体
育
』
な

学
し
、
本
科
へ
と
進
学
し
ま
す
。
在

学
中
に
も
武
勇
伝
に
事
欠
か
ず
、
野

球
や
歌
留
多
に
も
夢
中
に
な
る
無
頼

派
学
生
で
し
た
。
一
方
で
昆
虫
学
を

本
格
的
に
研
究
し
始
め
ま
す
。
当
時
、

札
幌
大
通
に
で
き
た
ば
か
り
の
ア
ー

ク
灯
に
集
ま
る
虫
を
一
匹
も
逃
す
ま

い
と
自
家
製
の
虫
網
を
振
る
っ
て
、

昆
虫
標
本
を
集
め
、
本
科
一
年
の
と

き
に
は
専
門
誌
『
動
物
学
雑
誌
』
に

論
文
「
北
海
道
産
鞘
翅
類
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
一
八
九
五
年
に
提
出
し

た
卒
業
論
文
「
二
十
八
星
瓢て

ん
と
う
む
し虫
及
其

駆
除
法
」
は
、
最
初
の
著
書
『
害
虫

駆
除
全
書
』（
一
八
九
七
年
）
の
基
と

な
り
ま
す
。
卒
業
後
は
、
研
究
生
を

経
て
札
幌
農
学
校
助
教
授
と
な
り
、

ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
留
学
し
て

帰
国
し
た
一
九
〇
二
年
に
教
授
に
昇

任
し
ま
す
。

虫
好
き
の
無
頼
派

札
幌
は
初
夏
を
迎
え
、
構
内
の
あ

ち
こ
ち
に
花
が
咲
き
、
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
や
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
が
飛
び

交
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
モ
ン
シ
ロ

チ
ョ
ウ
」、「
モ
ン
キ
チ
ョ
ウ
」
と
い

う
昆
虫
の
日
本
名
を
決
め
た
の
は
、

札
幌
農
学
校
を
卒
業
し
、
長
く
北

大
の
教
授
を
務
め
た
昆
虫
学
者
松
村

松し
ょ
う
ね
ん年

（
一
八
七
二
～
一
九
六
〇
年
）

で
す
。

松
村
松
年
は
一
八
七
二
年
、
現
在

の
兵
庫
県
明
石
市
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
学
校
そ
っ
ち
の
け
で
虫
捕
り
な

ど
に
駆
け
回
り
、
何
度
も
落
第
す
る

相
当
に
や
ん
ち
ゃ
な
少
年
だ
っ
た
よ

う
で
す
。
兄
の
友
人
和
田
健
三
（
札

幌
農
学
校
卒
業
生
）
の
す
す
め
で
、

一
八
八
八
年
札
幌
農
学
校
予
科
に
入

第10回第10回
「松村松年の足跡を訪ねる」「松村松年の足跡を訪ねる」
北海道大学大学文書館　北海道大学大学文書館　井上　高聡井上　高聡

大学文書館大学文書館へへ
行行こうこう

ど
面
白
そ
う
な
著
作
が
あ
り
ま
す
。

総
合
博
物
館
は
、
松
村
が
収
集
し
た

一
二
万
個
体
を
超
え
る
昆
虫
標
本

「
松
村
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
を
収
蔵
し
て

い
ま
す
。
大
学
文
書
館
に
は
、
松
村

の
自
筆
原
稿
、
自
筆
の
手
紙
、
松
村

の
講
義
を
記
録
し
た
受
講
ノ
ー
ト
な

ど
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ク
ラ
ー
ク
像
の
斜は
す
向
か
い

に
あ
る
緑
色
の
屋
根
の
建
物
、「
旧
昆

虫
学
養
蚕
学
教
室
」で
す
。
一
九
〇
一

年
建
築
の
こ
の
建
物
で
松
村
は
研
究

に
勤
し
み
ま
し
た
。
こ
の
建
物
の

北
側
に
は
石
造
の
「
旧
昆
虫
学
標
本

室
」（
一
九
二
七
年
建
築
）
が
建
っ
て

い
ま
す
。

松
村
と
ゆ
か
り
の
深
い
昆
虫
を
探

し
な
が
ら
、
そ
の
足
跡
を
訪
ね
て
散

策
す
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。

松村松年自筆原稿「面白き摂食の本能」松村松年自筆原稿「面白き摂食の本能」
（1928年、大学文書館蔵）（1928年、大学文書館蔵）

チ
ン
チ
ロ
リ
ン
が
松
虫

こ
の
こ
ろ
松
村
は
、
当
時
の
動
物

学
の
重
鎮
か
ら
昆
虫
の
日
本
名
を
定

め
る
よ
う
依
嘱
を
受
け
、
特
に
チ
ョ

ウ
・
ガ
を
中
心
に
取
り
組
み
ま
す
。

近
代
に
な
る
ま
で
、
日
本
で
は
昆
虫

個
々
に
統
一
し
た
呼
び
名
は
な
く
地

方
地
方
で
異
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

か
つ
て
東
京
と
大
阪
と
で
は
「
松
虫
」

と
「
鈴
虫
」
の
呼
び
名
が
そ
れ
ぞ
れ

逆
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
松
村
は
東
京

の
呼
び
名
に
合
わ
せ
て
日
本
名
を
決

定
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ン
チ

ロ
リ
ン
が
「
松
虫
」、
リ
ー
ン
リ
ー
ン

が
「
鈴
虫
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
中

学
校
や
高
校
の
古
文
の
授
業
で
、
古

文
に
出
て
く
る
「
松
虫
」
は
現
在
の

「
鈴
虫
」、
古
文
の
「
鈴
虫
」
は
現
在

の
「
松
虫
」
と
教
わ
っ
た
記
憶
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
古
文
は
京
都
中
心

の
記
録
な
の
で
大
阪
地
方
の
呼
び
名
、

現
在
は
松
村
の
日
本
名
統
一
に
従
い

東
京
地
方
の
呼
び
名
、
と
考
え
る
と

合
点
が
い
き
ま
す
。

日
本
の
昆
虫
学
は
、
昆
虫
に
統
一

し
た
日
本
名
を
付
け
、
国
際
的
な
学

標本が並ぶ研究室の松村松年教授（1910年代、大学文書館蔵）標本が並ぶ研究室の松村松年教授（1910年代、大学文書館蔵）

札幌農学校生時代の松村松年札幌農学校生時代の松村松年
（1890年代前半、大学文書館蔵）（1890年代前半、大学文書館蔵）
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いじわるじいさん
欧
州
で
、
住
宅
地
下
の

シ
ェ
ル
タ
ー
を
見
た
こ
と

が
あ
る
。
厚
さ
20
㎝
程
の

重
い
防
爆
対
応
装
甲
ド

ア
。
中
は
ど
れ
も
物
置
に

な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

本
来
の
用
途
に
使
わ
れ
る

と
い
う
こ
と
は
ど
う
い
う

こ
と
か
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
で
思
い
知
ら
さ
れ
た
▼

ロ
シ
ア
の
侵
攻
は
激
烈
を

極
め
る
。
襲
い
掛
か
る

ミ
サ
イ
ル
や
銃
弾
。
瓦
礫

の
街
や
シ
ェ
ル
タ
ー
に
逃
げ
込
む

住
民
が
、
ニ
ュ
ー
ス
で
映
し
出
さ

れ
る
▼
シ
ェ
ル
タ
ー
は
緊
急
一
時

避
難
所
に
す
ぎ
な
い
。
そ
こ
を
出

て
国
外
へ
と
退
避
す
る
人
々
が
い

て
、
包
囲
さ
れ
て
閉
じ
込
め
ら
れ

る
人
々
も
い
る
▼
こ
れ
ら
の
映
像

は
、
日
本
に
暮
ら
す
者
の
足
元
を

揺
る
が
し
て
い
る
。
戦
況
を
伝
え

る
報
道
は
同
時
に
、
日
本
の
防
衛

力
の
強
化
や
憲
法
を
見
直
す
動
き

を
配
信
し
始
め
た
。
攻
撃
の
対
象

を
広
げ
る
「
敵
基
地
攻
撃(

反
撃)

能

力
」
の
保
有
や
、
防
衛
予
算
の
大

幅
増
額
、
そ
し
て
改
憲
で
あ
る
▼

軍
事
費
の
増
加
は
、
周
辺
国
に
緊

張
を
強
い
る
だ
ろ
う
。
侵
略
に
対

す
る
防
衛
戦
争
だ
っ
た
と
し
て
も
、

戦
え
ば
、
凄
惨
な
犠
牲
者
が
で
る

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
軍
事
シ
ェ

ル
タ
ー
不
要
の
、
戦
争
を
し
な
い

道
を
さ
ぐ
る
し
か
な
い
の
だ
▼
い

う
ま
で
も
な
く
、
国
際
紛
争
を
武

力
に
よ
ら
ず
解
決
す
る
事
を
定
め

た
の
が
憲
法
で
あ
る
。
護
憲
の
動

き
も
活
発
に
な
っ
て
い
る
。
９
条

の
大
事
さ
を
改
め
て
感
じ
な
が
ら
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
平
穏
を
、

と
願
う
ば
か
り
だ
。�

（
今
日
子
）
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CAMPUS
MAP
北大キャンパスマップ札幌

北大生協  店舗利用のご案内

① 生協会館　購買
書籍
キャリアサポート店

② クラーク食堂
ルームガイド店
印刷情報サービス店
共済組合員センター

③ 農学部購買・食堂

④ 理学部ミニショップ

⑤ 文系ミニショップ

⑥ 中央食堂

⑦ 保健学科購買店

⑧ 薬学部購買店

⑨ 歯学部購買店

⑩ 工学部購買・食堂

⑪ 医学部購買・食堂

⑫ 北部食堂・購買・書籍
トラベル・共済

⑬ 獣医・自販機店

⑭ ポプラ購買・食堂

■ 生協加入のお願い
北大生協は、北大と「福利厚生業務に関する業務委託契約書」を締結しています。北大生協は、「生活協同組合」
ですので、利用に際しては組合員になって頂くことをお願いしています。
ぜひ、生協加入をお済ませいただき、北大生協の経営をお支えください。

■ 生協加入の受付店舗
① 共済組合員センター：クラーク会館2階・クラークサービスセンター内（営業時間：平日10：00 ～17：00）
② 北部トラベルセンター内、共済カウンター（営業時間：平日10：00 ～17：00）
③ 水産購買店サービスカウンター（営業時間：平日10：00 ～14：30）

※函館キャンパスの厚生会館に、購買と食堂があります。
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ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
30

北海道協同保険サービス 生協会館店1階　　　（平日）10：00～17：00 （閉店～土・日･祝･年末年始）
TEL 011-726-0441　　FAX 011-746-9065　　Eメール hoken.cls@hokkaido.seikyou.ne.jp 

                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

渡邊　誠

                                  

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               

大
学
で
学
ぶ
意
味
と
い
う
の
は
、
意
外
と
見
い
だ

し
に
く
い
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
意
味
が
わ
か
ら
な

い
と
、
気
持
ち
も
続
き
に
く
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の

関
係
す
る
対
人
支
援
の
領
域
に
関
し
て
と
い
う
こ
と

で
、
社
会
に
出
て
実
践
経
験
を
積
む
前
に
大
学
で
学
ぶ

意
味
に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
北
大
の
教
育
学
部
生
だ
っ
た
頃
、
先
輩
が
勤

め
て
い
た
精
神
病
院
で
心
理
学
的
支
援
の
実
習
を
さ

せ
て
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て

は
、
稀
な
機
会
で
し
た
。
し
か
し
始
め
て
み
る
と
、

す
ぐ
に
気
が
つ
い
た
の
で
す
…
大
学
で
勉
強
し
た
こ

と
が
、
目
の
前
の
現
実
に
結
び
つ
か
な
い
…
。

そ
の
頃
の
私
は
、
な
ん
と
「
教
育
学
部
で
最
も
よ

く
講
義
に
出
る
オ
ト
コ
」
と
言
わ
れ
、
試
験
の
時
は

よ
く
私
の
講
義
ノ
ー
ト
が
出
回
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

も
っ
と
も
、
べ
つ
に
成
績
が
良
い
と
い
う
こ
と
も
な

か
っ
た
の
で
す
が
。
で
も
、
講
義
に
出
る
の
も
本
を

読
む
の
も
結
構
好
き
だ
っ
た
の
に
、
そ
う
い
う
中
で

身
に
つ
け
た
つ
も
り
の
知
識
が
、
全

然
目
の
前
に
い
る
人
の
支
援
に
結
び

つ
か
な
い
…
三
か
月
ほ
ど
悩
ん
で
い

た
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
と
に
か

く
一
旦
「
頭
」
を
捨
て
よ
う
！
と
決

め
た
の
で
し
た
。

何
で
も
経
験
し
よ
う
と
し
ま
し

た
。
病
院
に
泊
ま
り
込
み
、
患
者
さ

ん
た
ち
の
集
団
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

担
当
さ
せ
て
も
ら
い
、
夜
中
に
不
穏

状
態
に
な
っ
て
迎
え
に
来
て
ほ
し
い

と
家
族
か
ら
連
絡
が
き
た
患
者
さ
ん

の
家
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
救
急
車
に
乗
せ
て
も

ら
っ
て
行
っ
た
り
、
関
連
す
る
法
規
も
今
と
は
違
っ

て
拘
束
的
な
意
味
合
い
の
強
か
っ
た
病
院
を
嫌
っ
て

抜
け
出
す
患
者
さ
ん
を
、
追
い
か
け
た
り
も
し
ま
し

た
。
一
年
に
百
日
近
く
通
っ
た
気
が
し
ま
す
。
国
際

的
に
高
名
な
精
神
分
析
家
の
弟
子
で
あ
り
練
達
の
司

法
精
神
科
医
で
あ
っ
た
院
長
先
生
も
、
そ
こ
で
働
い

て
い
た
先
輩
も
、
実
に
て
い
ね
い
に
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
あ
ゼ
ミ
の
先
生
は
、
「
キ
ミ
は
男
の
約
束
は

守
る
と
言
う
の
か
、
ず
い
ぶ
ん
長
く
行
き
ま
す
ね
」

と
呆
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
…
。

で
も
、
そ
う
し
て
自
分
な
り
に
精
一
杯
実
践
に

ひ
た
っ
て
い
る
う
ち
に
、
ま
た
気
が
つ
い
て
き
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
…
経
験
っ
て
、
積
み
ゃ
あ
い
い
っ
て

も
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
…
。
経
験
を
積
む
う
ち
に
、
あ

る
所
か
ら
先
に
は
進
め
な
い
気
が
し
て
き
た
の
で

す
。
経
験
を
整
理
し
て
、
自
分
な
り
に
よ
く
咀
嚼
し

な
い
と
身
に
な
っ
て
い
か
な
い
こ
と
が
、
わ
か
っ
て

き
た
と
い
う
か
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
手
掛
か
り

が
、
学
術
研
究
で
あ
り
知
識
な
の
で
し
た
。
た
と
え

ば
、
グ
ル
ー
プ
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
中
で
熟
練
し

た
先
生
や
先
輩
と
同
じ
言
葉
で
患
者
さ
ん
に
話
し
か

け
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
自
分
に
対
し
て
は
全
然

反
応
が
違
う
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
切
実
な
疑
問
は
、

米
国
の
精
神
科
医
サ
リ
ヴ
ァ
ン
が
、
精
神
医
学
的
面

接
は
言
語
的 

v
e
r
b
a
l

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は

な
い
、
音
声
的 

v
o
c
a
l

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
だ
、

と
言
っ
て
い
る
の
を
知
っ
た
と
き
、
氷
解
し
ま
し
た
。

そ
う
か
！
や
っ
ぱ
り
声
が
違
う
ん
だ
！
と
。

経
験
を
積
ん
で

い
る
だ
け
で
は
限
界

が
来
る
と
い
う
こ
と

は
、
後
に
教
育
、
看

護
、
保
育
と
い
っ
た

他
の
対
人
支
援
領
域

の
方
々
と
話
し
て
み

て
も
、
同
じ
よ
う
に

感
じ
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
し
た
。

そ
れ
な
ら
、
ま

ず
は
実
践
経
験
を
積

ん
で
、
そ
の
後
に
大
学
で
勉
強
す
る

の
が
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、

こ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
も
し
、

生
活
を
賭
け
て
、
職
業
と
し
て
全
面
的
に
実
践
に
た

ず
さ
わ
っ
た
と
す
る
と
、
必
死
で
取
り
組
む
こ
と
で

し
ょ
う
し
、
そ
の
中
で
多
く
の
経
験
を
し
て
、
成
長

は
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
半
面
、
柔
軟
性
と

興
味
関
心
の
幅
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
に
思

い
ま
す
。
社
会
人
学
生
の
方
は
皆
さ
ん
、
非
常
に
熱

心
に
講
義
を
聴
講
さ
れ
ま
す
が
、
レ
ポ
ー
ト
に
講
義

内
容
が
反
映
さ
れ
る
度
合
い
が
、
ど
う
も
低
目
の
よ

う
に
感
じ
ら
れ
る
場
合
が
結
構
あ
る
の
で
す
。
学
生

で
、
若
く
て
、
実
際
の
経
験
が
乏
し
く
て
、
だ
け
ど
、

だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
と
、
私
は

思
っ
て
い
ま
す
。

社会に出る前に社会に出る前に
大学で学ぶ意味大学で学ぶ意味

こころの
健康を考える 75○

新
年
度
・
新
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
活
に
変
化
が
あ
る
時

期
で
す
。
北
海
道
は
雪
が
融
け
て
外
で
の
活
動
が
活
発
に
な
る
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。「
転
勤
の
た
め
、
車
通
勤
か
ら
電
車
通
勤
に
な
っ

た
」「
子
ど
も
が
独
立
し
た
、
マ
イ
ホ
ー
ム
を
購
入
し
た
、
自
転
車

で
通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」「
車
の
免
許
を
取
得
し
た
」
な
ど
の

生
活
に
変
化
が
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族
の
け
が
や
賠
償
の
リ
ス
ク

に
備
え
て
、
損
害
保
険
の
補
償
を
見
直
す
い
い
機
会
で
す
。

自
動
車
保
険
は
、
運
転
す
る
方
の
範
囲
（
本
人
限
定
、
夫
婦
限

定
、
限
定
な
し
）、
年
齢
条
件
（
全
年
齢
、
21
歳
以
上
、
26
歳
以

上
、
35
歳
以
上
）、
使
用
目
的
（
日
常
レ
ジ
ャ
ー
、
通
学
通
勤
）

に
よ
り
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。
保
険
料
が
高
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
し
っ
か
り
保
険
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

バ
イ
ク
保
険
は
、
運
転
し
な
い
冬
は
補
償
を
下
げ
て
保
険
料
を
抑

え
る
（
春
に
な
っ
た
ら
補
償
を
戻
す
）
と
思
い
ま
す
。

自
転
車
事
故
に
備
え
て
、
賠
償
保
険
と
傷
害
保
険
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
自
転
車
運
転
中
に
他
人
に
け
が
を
さ
せ
た
と
き
の
損
害

賠
償
額
が
数
千
万
円
に
上
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
お
子
さ
ん
の
事

故
は
親
が
監
督
者
と
し
て
責
任
を
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

個
人
賠
償
責
任
保
険
は
、
自
動
車
保
険
ま
た
は
火
災
保
険
の
特
約

と
し
て
一
つ
の
家
庭
に
一
つ
加
入
し
て
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。
自

分
の
け
が
は
通
院
補
償
が
あ
る
傷
害
保
険
で
備
え
ま
し
ょ
う
。

今
冬
は
大
雪
で
し
た
の
で
、
雪
に
よ
る
建
物
の
損
壊
の
有
無
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
屋
根
や
壁
、
物
置
な
ど
損
害
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
損
害
状
況
と
合
わ
せ
て
契
約
し
て
い
る
補
償
を
保
険
会
社

に
問
い
合
わ
せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
保
険
会
社
に
連
絡
す
る
前
に
問

題
の
あ
る
住
宅
修
理
業
者
や
保
険
金
請

求
代
行
業
者
と
契
約
し
て
し
ま
う
と
、

保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
ば
か
り
か
、

高
額
な
解
約
手
数
料
を
要
求
さ
れ
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
詐
欺
に
巻
き
込

ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

結
構
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
要

注
意
で
す
。

身
近
な
損
害
保
険
代
理
店
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
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■
履
修
相
談
会
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
を
実
施

し
ま
し
た
。

４
月
９
日
・
10
日
に
高
等
教
育
推
進

機
構
に
て
、
履
修
相
談
会
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

「
全
体
説
明
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
履
修

登
録
の
基
本
を
解
説
し
た
う
え
で
、
１
年

生
の
質
問
に
答
え
ま
し
た
。
２
日
間
で
約

２
０
０
０
人
の
新
入
生
が
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

■
新
入
生
歓
迎
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
入
生
歓
迎
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
新

入
生
の
友
達
作
り
の
場
と
し
て「
オ
ン
ラ
イ

ン
春
友
祭
」を
実
施
し
た
他
、
新
入
委
員
獲

得
の
た
め
に
学
生
委
員
会
の
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
春
友
祭
は
３
２
０
人

ほ
ど
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、Ｔｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

https://hokudai-coop-gi.com
/

@
H
U
_CO
O
P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の
日

頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ
と
に
つ

い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
公
式
Ｈ
Ｐ
・

Ｔｗ
ｉｔ
ｔｅ
ｒ
を
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る
方

は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
!!

学
生
委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委
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会
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委
員
会

学
生
委
員
会

学

生

委

員

会

学

生

委

員

会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

教
職
員
委
員
会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

院
生
委
員
会

院
生
委
員
会

院

生

委

員

会

院

生

委

員

会

■
新
入
院
生
歓
迎
会
実
施
！

４
月
２
日
に
新
入
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
歓
迎
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
例
年
よ
り
も
多
く
参
加
者
を
集

め
、
文
系
理
系
を
問
わ
ず
30
人
以
上
が
集
ま

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
先
輩
に
よ
る
研
究
生
活
の
紹
介
や
大
学

院
共
通
科
目
、
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
な
ど
、
実

際
に
体
験
し
た
人
に
し
か
聞
け
な
い
貴
重
な

話
を
お
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
交
流
会
終
了
後
も
自
発
的
に
残
っ
て
交

流
を
続
け
る
学
生
た
ち
が
見
受
け
ら
れ
、
入

学
後
の
友
人
作
り
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も

ら
え
た
よ
う
で
す
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

院
生
委
員
会
で
は
イ
ベ

ン
ト
企
画
の
ア
イ
デ
ア
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
と
思
っ
た
方

は
ぜ
ひ
左
記
の
ア
ド
レ
ス

ま
た
は
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

か
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

■
院
生
委
員
会
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

＠H
okudainsei_coo

世
の
中
の
た
く
さ
ん
の
情
報
の
中
か
ら

北
大
の
大
学
院
生
に
か
か
わ
る
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
企
画
し
た
大

学
院
生
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
も
発

信
し
て
い
き
ま
す
。
大
学
院
生
や
大
学
院

進
学
予
定
の
学
部
生
の
み
な
さ
ん
は
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
院
生
委
員
会
連
絡
先

hokudai_insei@
coop.hokudai.ac.jp

現
在
、
院
生
委
員
会
で
は
新
年
度
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、
学
生
の
皆
さ
ん
に
ど
の
よ

う
な
活
動
・
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
け
る
か
検

討
し
て
い
ま
す
。
困
っ
て
い
る
こ
と
や
ご
要

望
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲当日の様子

2022年本屋大賞の「同志少女よ、敵
を撃て」が第１位！ランクインはして
いませんが、同じ独ソ戦争を描いた通史
「独ソ戦争～絶滅戦争の惨禍」（岩波新
書）と、参戦したソ連従軍女性たちの声
を丹念に発掘した記録文学の傑作「戦争
は女の顔をしていない」（岩波現代文庫）
もぜひご一読を！「世界一美味しい手抜
きごはん」は料理初心者にオススメ。サ
ブタイトルの「最速！やる気のいらない
100レシピ」がどれも１ページの工程で
出来ちゃいます。これだったら私でも作
れるかも・・・

クラーク４月一般書ランキング
書名 著者名 出版社 書名 著者名 出版社

1 同志少女よ、敵を撃て 逢坂冬馬 早川書房 6 正欲 朝井リョウ 新潮社

2 四畳半タイムマシンブルース 森見登美彦 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 7 中国文学をつまみ食い 武田雅哉 ミネルヴァ書房

3 世界一美味しい
手抜きごはん

はらぺこ
グリズリー ＫＡＤＯＫＡＷＡ 8 新夏山ガイド�１ 長谷川哲 北海道新聞社

4 マカン・マラン 古内一絵 中央公論新社 9 北海道大学もうひとつのキャンパスマップ
北大ＡＣＭ
プロジェクト 寿郎社

5 料理と利他 土井善晴 ミシマ社 10 大人の語彙力ノート 齋藤孝
（教育学） SBクリエイティブ

クラーク書籍便り
Vol.09

■
教
職
員
総
代
会
議
：
５
月
10
日
と
11
日

に
開
催
し
た
総
代
会
議
で
は
、
４
月
の
営
業

報
告
と
総
代
会
開
催
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
に
つ

い
て
も
共
有
さ
れ
ま
し
た
。
教
職
員
の
出
資

金
に
つ
い
て
の
意
見
や
食
堂
の
混
雑
状
況
に

つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
５
月
21
日
に
定
例

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。「
き
ぼ
う
の

虹
」
の
編
集
や
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
ポ

ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
総
代
会
議
の
運
営
に

つ
い
て
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

教
職
員
組
織
委
員
会
で
は
、
組
織
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
月
１
回
の
定
例
会
議

を
中
心
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
教
職
員

総
代
と
理
事
会
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
理
事
会
ま

で
メ
ー
ル
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発
行

し
て
い
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
大
学
生
活
は

完
全
に
回
復
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
対
面
授
業
が
再
開
さ
れ
、
学
生
や
教

職
員
の
み
な
さ
ん
が
大
学
に
来
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
大
学
内
の
活
気
が
戻
っ
て
き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
人
と
の
交

流
は
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
そ
の

一
方
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
る
世
界
の

混
乱
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
食
糧
問
題

に
ま
で
発
展
し
て
い
ま
す
。
毎
日
の
暮
ら

し
の
中
で
、「
あ
れ
、
こ
の
商
品
値
上
が

り
し
て
る
っ
」
と
目
に
つ
く
こ
と
が
多
く

な
り
ま
し
た
。
教
職
員
委
員
会
で
は
少
し

で
も
皆
さ
ん
を
元
気
づ
け
よ
う
と
今
年
も

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
を
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
み
な
さ
ま
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。

北大生協組織委員会報告
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